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食 餌 ノ飴 剰 「ア ルレカ リ」二及 ボ ス影 響 並 二

肺 結 核 患 者 ノ飴 剰 「ア ルレカ リ」二就 テ

東北帝國大學馨學部熊谷内科敷室

佐 藤 巖

食餌 ル饒剰 「アルカリ」二及 ボス影響虻 二肺結核患者 ル

鹸剰 「アルカリ」呂就 テ

(1)Hornemann ,Thomesル ・仔 豚 ノ實験 二於 テ、

蛋 白質 二富 メル食餌 ハ結核 ノ進行 テ防ギ、含 水

炭素 二富 メル食餌 ハ結核 ノ進行 テ促 シ、脂肪 二

富 メル食餌 ハ其 ノ影 響多種多様 ナル ラ認 メタ

リ。(2)Herrmannsdorferl、 酸 性金属盤類 テ含

ム事多 キ食餌 ハ傷面 ノ治癒 ラ促 ス トナ シ、 且 ツ

化 膿性傷害 ノ殆 ン ド絡 テ ノ場合 二見 ラル ・局所

的酸 中毒拉 二絵剰 「アルカ リ」ノ低下 ハ、 炎症 又

ノ、細菌 ノ爲 二惹起 セ ラレタル身盟 ノ損傷 ノ現 レ

ニ非 ズ シテ寧 ロ治癒 ノ前提 ナ リ ト断 ジ、 「アル

カ リ」性食餌 ハ血液 ノ絵剰 「アル ヵ リ」ラ壇 シ炎

症 部位 ノ酸度 テ中和 ヒン トスルニ反 シ、酸性食

餌 ハ炎症部位 テ盆 ≧酸 性ナ ラシム ト読 キ、更 二

酸 過剰 ノ食餌 ハ傷面 ノ分泌 テ抑制 シ乾燥 セ シメ

テ速 二治癒 セ シムルニ反 シ、 「アル カ リ」過 剰 ノ

食餌 ハ創面 ノ分 泌 テ促 シ創 傷周園 テ俘腫檬 ナ ラ

シメ治癒 テ妨 グ トナセ リ。 〔3)Sauerbruchハ 外

科 的結核患者 二彼等 ノ所謂酸 性食餌(S.H.G.

食餌)テ 與 ヘ テ良好 ナ ル結果 テ得、更 二肺 結核

患者 二與 ヘ テ驚 ク可 キ良好 ナル結 果 ヲ得 タ リ。

而 シテ彼等 ハ此 ノ良好 ナル作 用 ノ主因 ラ血液鹸

剰 「ア リカ リ」ノ低下 二求 メ ン ト セ リ。 其後 ㈲

Boldt拉 二Winter等 モ亦 彼等 ノ食餌 ノ酸 性

作用(acidotischeWirkung)テ 認 メタル ニ反

シ、(5)Loessel・ ・彼等 ノ食餌 ・・創 傷 ノ治癒 テ促

スモ尿 ノPHヲ 攣 化 セシメズ、故 二此 ノ食餌 ノ

奴 果ハ酸過剰 ノ働 二非 ズ シテVitaminノ 働 キ

ニ有 リ トナセ リ。

(6)Berg
,(7)Gmelin,(3〕Beck等 ハGerson/

Mineralogenガ 「アILカ リJ性 ナ ル テ 指 摘 シ彼

等 ノ食 餌 ノ酸 性 作 用 テ 疑 ヒ、(9}Schr6derハS.

H.G.食 餌 ハ却 ツ テ絵 剰 「ア ル カ リ」テ檜 加 シ尿

中 ノPHテ 圭曾加 ス トナ セ リ。(101Schwarz,Dibold

ハ 果 實 野 菜 食 餌 ハ 絵 剰 「ア ル カ リ」テ増 加 セ シメ

肉 食 ・・減 少 セ シ ム ル トナ シ、反 之(11)Israel,Lich-

twitzハ 食 餌 ニ ヨ リ テ血 液 「ア ル カ リ」度 ハ影 響

サ ル ・ コ トナ シ ト設 ケ リ。

(1)我 教 室 二 於 テ モ 過 去 撒 年 間S.H.G.食 餌

(但 シMineralogenハ 與 ヘ ズ)ラ 肺 結 核 患 者 二

與 ヘ タ ル ニ 極 メ テ 良 好 ナ ル 成 績 テ得 タ ル テ 以 ツ

テ 、S.H.G.ノ 主 張 ノ根 源 タ ル 彼 等 ノ食 餌 ノ絵

剰 「ア ル カ リ」二及 ボ ス影 響 ラ 知 ラ ン ト 企 テ タ

リ。

實 験 方 法

先 ヅ患者 二3日 間蛋白質100瓦 、脂肪15瓦 、含

水炭 素310-320瓦 ヨ リ成 ル食餌(食 餌(A)テ 與

へ、第4日 目早朝 室腹時 二 正 中静脈 ヨ リ探血

シ、VanSlykeノ 方 法 テ以 ツテ其 ノ鹸 剰 「アリ

ヵリJテ 測定 シ、次 デ更 二3日 間蛋 白質100瓦 、

脂肪70瓦 、 含水炭 素310--320瓦 外 二燐肝油

30瓦 テ(食 餌B)與 ヘ テ7日 目早朝室腹時 二探血

シ其 ノ蝕剰 「アル ヵ リ」テ測 定 セ リ。爾野菜類 ハ

此 ノニ種 ノ食餌 中略 ≧同量含有 サ レ食盤 モ亦各

12.5瓦 含 有 サル。

成績 今28名 ノ患者 二就 キ6日 間此 ノニ種 ノ

食餌 テ與 へ 我 等 ノ脂肪食 ノ絵剰 「アルカ リ」二
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及 ボ ス影響 テ見 ルニ、之 ニ ヨ リテ 飴剰 「アル ヵ

リ」ノ減少 セルモ ノ9名(33.3%)、=檜 加 セルモ

ノ17名(62・9%)、 殆 ン ド不攣1名 ナ リ。即 チ我

等 ノ脂肪食 ニヨ リテハ酸 中毒 ラ起 ス傾 向ナ ク寧

ロ「アルカ リ」性 二働 クコ トナ キヤラ疑 ハ シム。

而 シテ又S.且.G.食 餌 ノ ミナラズ我等 ノ脂肪食

モ亦肺結核 患者 二有数 二働 クテ見 レバ、S.且.・G.

食 餌 ノ数果 ガ ソノ酸性作用 ニア リトノ想像 ハ恐

ラク誤 ナラ ント考 ヘ ラル(第1表)。

(2)蛋 白質 ノ飴 剰 「アルカ リj二及 ボ ス影響

(13)Petr6n・ ・重症糖尿病患者 二於 テ脂肪 ト蛋 白

ノミテ與 へ 「ケ トン」尿 テ謹 サル ・場合 二蛋 白質

テ制限 スル時 ハ酸中毒 ガ減 ズ ト読 キ、(i4)Lusk,

DuBois,(15)WilderBoothby等 ・・重症糖尿病

患者 二多量 ノ脂 肪 ト多量 ノ肉類 トテ與 フル時ハ

「アセ トン」膿拉 二糖 ノ排泄 ノ檜 加 スル テ認 メタ

リ。㈹Friedlander,(iDHirschfeld,(18)Grafe等

ハ非糖尿 病患者 二 於 テ ハ 蛋白質 ハ却 ツテ所謂

antiacidotisch二 働 ク トナ セ リ。(10)Schwarz,

Diboldハ 肉食 ハ血液 ノ絵 剰 「アル カ リ」ヲ減 ゼ

シムル コ トテ護 セリ。我等 モ亦非糖尿病 患者 二

3日 間蛋白質36瓦 、脂 肪IO瓦 、含水炭素360瓦

(食餌C)テ 與 へ4日 目其 ノ籐剰 「アル カ リ」テ測

定 シ、次 デ更 二3日 間蛋 白質122瓦 、脂肪40瓦 、

含水炭素50瓦(食 餌D)テ 與 へ第7日 目更 二籐

剰 「アル カ リ」テ見 ルー、減 少 セルモ ノ増 加 セル

者共 二各2名 、不攣1名 ニ シテ判 然 タル攣 化 テ

認 メ得 ズ。即 チ我等 ノ此 ノ食餌 ニテハ蛋 白質 ノ

絵剰 「アルカ リ」二及 ボス影響 ハ 不 定ナ リ(第1

表)。

(3)脂 肪 ノ蝕剰 「アル ヵ リ」二及 ボス影響

糖尿病患者 ノ食餌 二於 テ含水炭素 テ極 度 二制 限

シ脂 肪 テ多量 二與 フル時酸 中毒 ノ現 ル ・コ トハ

既 二人 ノ知 ル トゴロニ シテ、健康人 二於 テモ磯

餓 テ永 ク緬 クル時叉 ハ脂肪 ノ ミラ與 フル時尿 中

二「アセ トン」膿 テ謹 サル ・コ トモ亦既知 ノ事實

ナ リ。㈹Rosenfeldハ 脂 肪 ナル燃料 ハ含水炭素

二鮎 火 サル トナ シ、脂 肪 ヲ燃焼 セシムルニハ含

水炭素30-40瓦 テ必要 トス トナセ リn(20)Hirs一

第1表

食 餌 ノ絵 剰 「アルレカ リ」二及 ボ ス影 響

1、 我 等 ノ脂 肪 食 ノ齢剰 「アルレカ リ」二及 ボ ス影 響

奏{蕪欝B雛:蔀
1食

餌Bニ ヨ ツ テ餓 剰「ア
ルレカ リ」ノ塘 加 セ ルレ例

食 餌Bニ ヨツ テ蝕 剰 「ア
ルレカ リ」ノ減 少 セ ルレ例

患 者
番 號

絵 剰
「ア ルレ カ リ」

1饒 剰

患 者i 、「ア ルレ カ リ」

食餌A
1番 號

食餌B食 餌A
「
食餌B

1♂ 53.2 55.3 V舎153・7 49.8

皿 ♂ 52.4 53.4 VI舎154・9 49.7

皿 ♀ 51.0 54.9 V皿 創54.6 52.3

IV♀ ・ 50.0 57.5 V皿 ♂153.5 50.8

食 餌Bニ ヨ リ餓 剰 「アルレカ リ」ノ増 加 セ ルレ例 数:

減 少 セ ルレ例 藪=2:1

2、蛋 白質 ノ影響

食餌c∫馨繰31§
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1昼余 乗班1i食 余 乗リ

患 者1「 ア ルレ カ リ」 患 者1「 ア ルレカ リ」

番 號 食餌C
食餌D
番 號1食餌C
1 食餌D

IX♂148.3
,

51.4 X皿 ・♀・ 55.5 50.0

x♂ 匡8 55.9 X皿 ♀ 47.7 45.3
●

XI♂ 」50.5 50.5

3、 脂 肪 ノ影 響

鰍無
50

25

340

12.5
「力 ロ リ ー-」1827

白
肪
素
鞭

「

炭

リ

水

口

蛋
脂
含
食
物

ー

t
F

蛋 白50

1脂 肪23恥薦 違

」1馨5夢
50

160

32--35

12.5
1837

絵 剰
非糖尿病 「アルヵリ」 糖 尿 病

患者番號

絵 剰
「ア ルレ カ リ」

患者番號1食餌E
21 食餌F 食餌E2 食餌F

XIV♀ 54.0 49.2 XVH舎 50.4 46.0

XV♀ 57.5 55.0 XV皿 ♂ 53.8 43.9
一
XVI♀ ・ 51.8 48.4 XIX♂ 53.6 48.8
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chfeldハ50-100瓦 ノ含水炭素 ノ必要鋏 ク可

ラザル テ力設 セル ニ、(21)Zellerハ 食 餌 ノ90%

ノ「カロ リー」ラ脂肪 ニヨ リテ補 フ時初 メテ「ア

セ トン」膿 ノ尿中 二 排泄 サル ・テ知 リ
、更 二脂

肪 ヲ完全 二燃焼 セ シムル ニハ脂肪4二 封 シ1ノ

含 水炭素 テ必要 トス トナ セ リ。我等 ハ非糖尿 病

患者 二含水炭素 二富 メル食餌 即 チ含水炭 素340

瓦 、脂 肪24瓦 、蛋 白質50瓦(食 餌E)テ3日 間與

へ其 ノ蝕 剰 「アルカ リ」ラ測 定 シ
、次 デ含水炭素

32-35瓦 、脂肪160瓦 、蛋 白質50瓦(食 餌F)テ

3日 間與 ヘテ其 ノ絵 剰 「アルカ リ」テ比較 スル

ー、総 テ ノ例 二於 テ其 ノ贋 ヲ減 ズル デ知 ル。夏

二糖尿 病患者 二於 テ同様 ナル實験 テ行 フ・」
、絵

剰 「アル カ リ」ノ減 少度ノ・非糖尿 病患者 二比 シ甚

ダシ。 即 チ含 水炭素 ヲ昭制 限 シ脂 肪 テ多量 二與 フ

ル場 合ハ鹸 剰 「アル カ リjハ減 少 ス。然 シテ其 ノ

第 2

度 ハ糖尿 病患者 二於 テ甚 ダ シ(第1表)。

(4)肺 結 核 患者 ノ饒 剰 「アルカ リ」

(22)Burminノ ・既 二1900年 血 液 「アル カリ」度 ハ

黄疸、肝臓硬愛 、氣 管枝 喘息、貧血、肺結核等

ノ場合 二減少 ス ル テ知 リ、其後(23)Milller,⑳

Kahn,(25)且acken等 ・・進 行 セ ル 肺結核 又・・進

行性肺結核 二於 テ鹸 剰 「アルカ リ」ノ減 少 ラ認 メ

タルニ反 シ、(2MDelore,(27)Pellisier,Valtis等

ハ肺結核 患者 二於 テハ却 ツテ其 ノ絵剰 「アルヵ

リ」ハ)曾力日スル1頃向 アル テ言見キ、(28)Schr6derノ 、

末期 二於 テモ攣化 ナ シ トス。我等 ハ3日 間一定

ノ食餌 テ與 へ早 朝室腹時 二探血 セル血液 ノ籐剰

「アル カリ」テ測 定 セルニ次 ノ結果 テ得 タリ
。

食餌A二 於 テハ54.9--44.6食 餌B二 於 テハ

57.7-43.3ノ 間 ニ アリ。

而 シテ絵 剰 「アル カリ」ト病 勢 トノ間 ニハ必 シモ

肺 結 核 患 者 ノ 絵 剰 「ア ルレ カ リ」

l

II

患者番號1性 別}病 名 鯉 り7陰 鯛赤沈圃 糖 縣 豫 後
XXIl♂ 1早 期 浸 潤 52.41A 7 (一) 良

XXEl♂ 早 期 浸 潤 53.1昭A 32 (一) 良

XX皿 舎 早 期 浸 潤 53.7A 9 (一) 良

XXIV♂ 肺 門 近 傍 撒 布 53.2A 16 (一) 良

XXV1♂ 雨 側 肺 結 核(硬 化 性) 54.61A 17 (一) 良
XXVI

1舎
雨側 肺 結 核(播 種、早期空洞) 53.5 A 90 (+) 良

m ♂ 雨 側 肺 結 核(滲 出 性) 54.9 A 66 (什) 良
XXV皿 ♂ 雨 側 肺 結 核(滲 出、硬化性) 51.3 A 96 (柵) 良
mxl♂ 雨 側 肺 結 核(播 種) 52.0 A 120 (++) 良
巫xl♀ 血 行 撒 布 46.2 A 89 (骨) 死亡
XXXI ♀ 雨側肺結核(滲 出、硬化性空洞) 45.8 A 92 (++) 不良

xm ♂1早 期 浸 潤 57.7 B 25 (一) 良
XXX皿 ♀ ・早 期 浸 潤 54.9 B 231(一)

一

良
XXXIV 舎 早 期 浸 潤 51.7 B ・8}(+) 良
XXXV ♂ 雨 側 肺 結 核(滲 出、硬化性) 50.5 B 301(+) 良

XXXVI 舎 雨 側 肺 結 核(滲 出 性) 55.2 B 60 (+) 良

㎜ ♂ 雨 側 肺 結 核(播 種) 56.4 B 40 (++) 良
一

XXXV皿 含 雨 側 肺 結 核(血 行 撒 布) 55.3 B 96 (+) 良

XXXIX ♂ 雨 側 肺 結 核(堆 殖 性) 56.1 B 70 (朴) 良

㎜ ♂ 雨 側 肺 結 核(滲 出 性) 52.9 B 100!(什)
[

良

XXXXI ♂ 乾 酪 性 肺 炎 47.2 B 101 (柵) 死亡

XXXXH 舎 雨 側 肺 結 核(滲 出 性) 43.3 B 1211 (柵) 不良
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一定 ノ關係 ナキガ如 キモ、絵 剰 「アルカ リ」ノ減 少 スル患者 ハ重症 ナルガ如 シ(第2表1.
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